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福祉サービス第三者評価結果（総括表） 

 

① 第三者評価機関名       

いばらき社会福祉サポート 

                                 

② 施設・事業所情報 

名称：こどもサークル桜川プラス 種別：放課後等デイサービス 

代表者氏名：久保田 嘉郎 定員（利用人数）：    10 名 

所在地：茨城県桜川市鍬田 441-1 

TEL：0296-71-5600 http://sashinoberute.co.jp/ 

【施設・事業所の概要】 

開設年月日 平成 28 年 4 月 

経営法人・設置法人（法人名等）：株式会社サシノベルテ  

職員数 常勤職員：      3 名 非常勤職員：    4 名 

専門職員 児童指導員      6 名 児童発達支援管理責任者 1 名 

   

   

施設・設備

の 

概要 

（居室数）フロア （設備等） 

トイレ、キッチン、職員室  

 

③ 理念・基本方針 

法人理念『すべての人が夢を持ち、夢に向かい挑戦できる社会をつくる』 

  

障害の有無、経験、過去、個々人の置かれた環境に関わらず、誰もが、いつで

も、何度でもどんな立場からでも、それぞれの夢に向かって歩める社会をつくる

ことを理念とする。そのために、私たち職員一人ひとりが社会性のある仕事に従

事しているという誇りと、高い倫理観を持って福祉に取り組みます。 

運営方針 1、子どもの可能性を信じます 

運営方針 2、自信を持たせ、成長を促します 

運営方針 3、長所に目を向けます 

 

④ 施設・事業所の特徴的な取組 

主に支援学校に通う中高生が在籍して活動している。事業所の特徴として、高校

卒業後の進路を強く意識した支援を行なっている。例えば、「あいさつ」や「報

告・連絡・相談」など社会人基礎力を身に着けるための訓練や、法人内就労支援

施設の見学や作業体験を通して将来についてより強くイメージし自身の適性につ

いて考える機会を多く持てるように配慮している。 
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⑤ 第三者評価の受審状況 

評価実施期間 

 

令和元年 6月 10 日から令和元年 9月 30 日 

受審回数（前回の受審時

期） 

  ０回（平成  年度） 

 

⑥ 総評 

◇特に評価の高い点 

<将来の就職に向けたプログラム＞ 

事業所は中・高校生を対象に将来の自立に向け、就職の準備期間として、一人ひ

とりの長所をより伸ばしながら、就職に必要な実践的なプログラムを用意して

日々の支援に取り組んでいます。 

＜効率的な運営＞ 

数百メートルの所に子どもサークル桜川があり、管理者が兼務していることもあ

り、日頃から利用者の交流の時間を設けたり、送迎については同じ地域であれば

同じ車両に同乗してもらったりと効率的な運営が行われています。 

＜利用者ニーズへの対応＞ 

日曜日以外は預かるなど、利用者のニーズに応えた対応をしています。 

◇改善を求められる点 

<事業所の経営・運営に管理者、職員の参加意識の向上を＞ 

事業所の運営管理は会社の本部中心で執行されており、事業所は利用者のサー

ビス提供に専念できる状況ではありますが、管理者、職員に於いても事業所の経

営、運営について実態が把握でき、それらに責任を負っている意識を持てる組織

つくりを期待します。 

＜共通理解の方法＞ 

ミーティングに於いて支援方法の共通理解を図っていく取り組みは行われてい

ますが、管理者、職員のより一層の統一した支援方法について、支援計画に基づ

いてそれぞれ納得のいくまでの共通理解を図っていくことを期待します。 

＜目標管理制度の導入＞ 

職員は年度当初に年間の目標を立て、途中管理者と面談等を実施し目標への取

り組みを話し合い、年度末にはそれを評価していくことで、仕事への目標と振り

返りができる仕組みつくりを期待します。 

＜話し合いの記録と研修の充実＞ 

ミーティングやケースカンファレンス、保護者会等で話し合ったことを記録に

残し、職員間で共有することを期待します。その中から職員それぞれの不足して

いる知識等について研修計画を立て、研修に参加することで質の向上に結び付

け、職員の意識改革を行うことを期待します。 

＜エリア会議の開催＞ 

月１回程度でも近隣エリアの事業所の管理者が集まり、利用者の支援について

の事業所の取り組みを紹介したり、人材の確保や定着について話し合うなど、そ

れぞれの事業所の成功事例や課題について話し合う場を作り、連携を図ることを
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提案します。 

 

⑦第三者評価結果に対する施設・事業所のコメント 

今回、保護者だけでなく職員の思いを把握し、第三者の立場で事業所を評価、分

析して頂いたことで、当事業所の強みと弱みが浮き彫りになり、どこに重点を置

くべきなのかの課題が見えました。特に、児童の発達に直接関わる支援について

は、再度職員間の共通理解を強める必要性を感じました。評価していただいた点

につきましては、全職員の励みとし、さらに経験を積み重ねていけるよう、努力

していきたいと考えております。課題については全職員で討議し、保護者や地域

の方がたの声も真摯に受け止めながら、地域に信頼される事業所になれるよう努

力していきたいと思います。 

 

⑧評価細目の第三者評価結果（別紙） 

 

 


